
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
● 経済波及効果：来場者消費、イベント運営支

出等で合計 ４０７億円 

● 市民満足度：70％以上が「楽しかった」 

● 市民参加者数：各ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに延べ 87,793 人 

約 30 億 

約 82 億 
約 82 億 

約 45 億 

約 25 億 

約 25 億 

約 25 億 

協賛金等 

横浜市 

補助金 

入場料 

未確定額 

 
● 計画事業費（支出）  １５７億円（精査中）

● 収入  

＜計画額＞ ＜現状見込み額＞ 
 

 
● 総来場者数          ７１６万６，３００人 

・うち、有料入場者数     １２３万９，３２５人（目標は 500 万人！：目標値に対しては 24.7％）

（内訳） ベイサイドエリア １１１万３，４０３人  教育プログラムでの児童・生徒教員や 

     ヒルサイドエリア  １２万５，９２２人  協賛企業等の招待者を含む 

  ・うち、プレイベント動員数   ６２万人 

● 有料入場者数低迷の原因（横浜市報告書より） 

・ 会場やコンテンツ（内容）が分散したため、来場者のスムーズな移動が不自由で一体感に欠けた。

・ 無料会場でのコンテンツを充実したため、来場者が無料会場で満足してしまった。 

・ 有料会場で展開した主なコンテンツの一部（クモロボット・地球バルーン）が会場の外からも見え

てしまったため、有料会場に行く動機が抑制された。 

・ 限られた予算の中で安全対策への投資を行なったため、コンテンツ自体の魅力が乏しくなった。 

・ 世界的な景気低迷、新型インフルエンザ、会期前半の週末の悪天候・・・ 

〒241-0821 旭区二俣川 1-5（事務所）  
TEL（FAX）・・・366-9381 メール･･･info@kogayu.net 

 ― 横浜市会議員（旭区選出） こがゆ康弘 市政報告 ― 

2009 年 12 月
Ｄｅｃｅｍｂｅｒ

 横浜市・旭区のために

全力でがんばります！

討議資料

こがゆ 検索

 

 

２．来場者数の実績と低迷の原因 

みなさんは開港 150 周年記念イベントに参加されたでしょうか？ 現在横浜市では、今年の 9 月まで

行なわれた記念事業全体の総括を進めています。既に「失敗？」といわれていますが、その実情や効

果は何だったのでしょうか？先ごろ出された報告書の内容と今後の見通しについて報告します。 

３．テーマイベントの収支見込 

 
● ベイサイドエリア： 

場所：みなとみらい 21 新港地区周辺 

会期：2009 年 4 月 28 日(火)～9 月 27 日(日) 

● ヒルサイドエリア： 

場所：よこはま動物園ズーラシア隣接地区 

会期：2009 年 7 月 4 日(土)～9 月 27 日(日) 

● マザーポートエリア： 

場所：横浜駅周辺から山下・山手地区 

会期：2009 年の年間を通じて展開 

１．記念テーマイベントの内容 

ベイサイドエリア｢ラ・マシン｣
ヒルサイドエリア 
「つながりの森 」 

な
る
可
能
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の
あ
る
額 

こ
の
ま
ま
で
は
赤
字
と 

４．その他 

上記の通り、入場者数は当初の計画を大きく下回り、

収支不足が発生しています。イベント終了を待たずに

突然辞任した中田前市長や担当副市長の辞任は、

まさに責任の「放り投げ」といえます。 

今後は議会の中で、未確定額への対応や市民への

説明責任などについてしっかり審議していきます。 
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１１月２７日 第４回定例会議案関連質疑での質疑 ⇒ こがゆ康弘が会派を代表して質問！

局の名称変更について 

 ― 横浜市会議員（旭区選出） こがゆ康弘 市政報告 ― 討議資料

安全管理局⇒消防局、行政運営調整局⇒総務局などについて質問しました。 

  

昭和 42 年 横浜市鶴見区に生まれる 
平成 4 年 早稲田大学大学院 

理工学研究科 （修士課程）修了
平成 4 年 三菱重工業（株）入社 
平成 7 年 結婚（現在、3 児の父） 
平成 17 年 民主党第 6 総支部副幹事長 
平成 18 年 旭区補選で初当選。 
平成 19 年 統一地方選挙にて再選。現２期 
 
趣 味 
読書、釣り、模型製作、バスケットボール・・・ 
資 格 
コンクリート技士、1 級土木施工管理士･･･ 

＜１１月２７日本会議にて＞ 

【旭区では８５０灯を導入！来年 1 月から 3 月にかけて順次設置工事を実施予定】 
現在横浜市では、「ＬＥＤ防犯灯導入事業」として横浜市内にある蛍光灯型の防犯灯のうち、１１，０００

灯をＬＥＤの防犯灯に交換する事業を進めています。各区への設置灯数の配分については現在の保有灯数を

もとに比例配分します。結果として旭区には８５０灯が配分されることになりました。 

防犯灯の維持管理形態は、現在、「防犯灯のあり方検討会」で検討しているところですが、本年度設置するこ

ととなった１１，０００灯の維持管理形態は、次の通りとします。 

・現在、自治会に対して防犯灯の維持管理費用として１灯当たり年間 2,200 円を支給し、また、電気代につ

いても自治会での負担となっていますが、ＬＥＤ灯については、維持管理を安全管理局が行い、電気料金

も横浜市が支払うこととします。（今後の維持管理形態等の方針決定までの間） 

・新たに設置するＬＥＤ灯の不具合の点検や連絡については、引き続き自治会・町内会にお願いいたします。

（こがゆ質問） （市長答弁） 

局の新名称や名称を変更すべき時期などについて、
市民を巻き込んだ議論が必要と考えるがどうか？ 

市職員のアンケート調査でわかりづらいとの市民の声が多
いものから変更した。間接的に市民意見を反映している。 

今回は 4 つの局の名称変更のみだが、今後、市全体
の組織の見直しはどのように進めていくつもりか？ 

新たな局再編については、局の役割分担や管理スパンなど
の課題について平成 22 年度中に検討し、方向性を出してい
く。（都市経営局、環境創造局などが対象） 

2700 万円を見込むが今後経費縮減を図る。また、市民への
わかりやすさ、職員の働きやすさを優先し先行実施した。 

名所の変更に伴い、必要となる経費はどの程度か？
また、財政が厳しい中での実施についての考えは？

（こがゆ質問） （市長答弁） 

小規模多機能型居宅介護施設
の計画的な整備に向けた新た
な整備・運営手法については？

今回の補正予算による自殺対
策事業を、今後どのように展開
させていくのか？ 

ヘルパーなど介護人材の確保
に向けて、横浜市としてどのよう
に取り組んでいくのか？ 

地域ケアプラザへの併設など多様な整備
手法を考えていく。また運営では横浜市独
自の初年度運営費補助を継続実施する。

自殺未遂者が搬送された病院に精神科医
を派遣するなど本市ならではの取り組み
をモデル事業として国の事業に展開する。

新たな人材確保策として、海外人材の受
け入れ支援や介護職場のイメージアップ、
若年層への働きかけなどを行なっていく。

蛍光灯と LED 灯との電気料金比較 
 

 ①蛍光灯 ②ＬＥＤ灯 差額

契約 
ワット数

４０ワット 
20 ワット

以下 
 

1 ヶ月 195 円 142 円 53 円

年間 2,340 円 1,704 円 636 円

 

一般会計補正予算について 介護事業所、自殺対策、介護人材の充足度

注意：
・数値は一灯あたりの概算です。 
・基本使用料は①②とも同額であり、上記は基本料金を
除いた額です。 

・2009 年 6 月時点の調査額に基づいたものです。 


